（病院または薬局の名称）を利用されている患者さま皆様へ
2021年〇月〇〇日
（病院または薬局の名称）
日本病院薬剤師会の会員施設では現在，日本病院薬剤師会学術第1小委員会の「地域包括ケアシステムの回復期における病院薬剤師と薬局薬剤師との連携に関する調査研究」を行っています。この研究は疫学研究に関する国内の関連法規に従って行うものであり，また日本病院薬剤師会 倫理審査委員会の承認を得て行っております。研究を行うにあたっては，個人情報の取り扱いに最新の注意を払い，研究以外の目的でこれらの情報を用いることはありません。また得られた結果は個人が特定できないような形で学会や論文等の手段によって広く公開する予定です。
研究課題名

「地域包括ケアシステムの回復期における病院薬剤師と薬局薬剤師との連携に関する調査研究」

研究責任者
日本病院薬剤師会　学術第1小委員会　岸本 真
研究対象

回復期リハビリテーション病棟，地域包括ケア病棟を有する施設，保険薬局
研究内容

地域包括ケアシステムの回復期における病院薬剤師と薬局薬剤師の薬薬連携に焦点を当て，病院薬剤師・薬局薬剤師に対してアンケート調査を実施し，連携等の現状および回復期から在宅へ必要な病院薬剤師と薬局薬剤師が欲しい情報の乖離を明らかにすることで，それを補うようなツール，業務手引きを検討する礎といたします。さらに，薬剤師の取り組みから事例を検証し実例集を作成します。
研究の方法

2021年5月1日～6月30日（2か月）のうち任意1週間を基に保険薬局薬剤師，病院薬剤師に対して，施設の基本情報，退院の際の連携に関する項目，入院が予定されている患者について薬局から病院への連携に関する項目，入院が予定されている患者について薬局から病院への連携に関する項目，在宅療養中の患者で見られる問題についての項目，退院の際の連携に関する項目，入院時の薬薬連携に関する項目，入院してくる患者で見られる問題についての項目，実際に行っている取り組みなどについてのアンケート調査を実施いたします。
詳しい情報をお知りになりたい方は，下記の薬剤部担当者までお問い合わせください。また，ご協力いただけない場合には，結果の公開前であればいつでも対応いたしますので，ご遠慮なくお申し出ください。
連絡先：（病院または薬局の名称）
電話：〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇　（担当：○○）
